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入札監視委員会会議議事概要
国立大学法人徳島大学・国立大学法人鳴門教育大学

令和２年度　第１回

　令和　３年　３月　１日（月）　１３：５５ ～ １４：３５

委　　　　員
　委員長　大寺　健司　（公認会計士・税理士・行政書士）
　委　 員　永本　能子　（弁護士）
　委　 員　竹中　淳二　（徳島文理大学教授）

開催日及び場所

随意契約 ０件

一般競争入札（政府調達に関
する協定対象工事）

　令和２年　１月 ～ 令和２年１２月
抽出案件（合計） ４件

設計・コンサルティング業務
（小計）

公募型プロポーザル方式
簡易公募型プロポーザル方式

標準型プロポーザル方式
一般競争入札

簡易公募型プロポーザル方式
（拡大）

委員会による意見の具申又は勧
告の内容

なし

　

（備考）
今回の審議対象期間における再苦
情の申し立ての審議依頼なし。

委員からの意見・質問、それに対
する回答等

意見・質問 回　　　　答

別紙のとおり 別紙のとおり

随意契約

１件

０件
０件

０件
０件
０件
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別紙（令和２年度第１回 令和３年３月１日）

意 見 ・ 質 問 回 答

議題１．入札監視委員会委員長の選出について

委員の互選により、大寺委員が委員長に選出さ
れた。

議題２． に契約した建令和２年１月～令和２年１２月
設工事及び設計・コンサルティング業務につい
て

事務方から、資料１～３により入札・契約手続
きの状況について説明を行った。

【意見等】
特になし

続いて、抽出案件の審議を行った。

①徳島大学（病院）東病棟エレベーター改修工事
入札方式等：一般競争入札、総合評価落札方式
（実績評価型）

事務方から、資料４に基づき説明を行った。

【意見等】
・総合評価の配点の内訳がわかる資料を配って ・総合評価の評価基準･配点の表を席上配
ほしい。 布した。

･改修工事で１年半近くかかるのか。 ・病棟内のエレベーター６台を改修する
工事であるが、患者や医療スタッフの
使用上、一度に複数のエレベーターを
停止することができないため、順番に
工事を行う必要があり、これだけの工
事期間が必要となる。

･病院という性格，大規模改修ということもあっ ・他者の参加も促したが、結果として１
て、１社入札なのか。 社応札であった。

②徳島大学（蔵本）薬学部実験研究棟４階低温室
等空調設備改修工事
入札方式等：一般競争入札

事務方から、資料５に基づき説明を行った。

【意見等】
・低入札になったのは、予定価格が高かったの ・専門業者（３社）の見積徴収を行い 、、
ではないか。 過去の実績値に基づく査定率から予定

価格を算出しているが、結果として最
。低基準価格を下回る入札金額であった

③鳴門教育大学（高島）ライフライン再生（排水
処理設備）工事
入札方式等：一般競争入札、総合評価落札方式
（実績評価型）

事務方から、資料６に基づき説明を行った。
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【意見等】
・総合評価の工事成績評価基準の７２点未満は ・難しい工法をクリアすると点数が上が
どういう評価なのか。 るため、一般的な工事であれば７２点

未満の工事成績は悪い点数ではない。

・総合評価の項目のワーク・ライフ・バランス ・文科省の総合評価落札方式の実施方針
等の配点は、どのように決めているか。 に基づき、本学の総合評価審査委員会

により決めている。
･総合評価の配点については常に考えていく必要
があるのではないか。

④徳島大学（蔵本）総合研究棟（歯学系）改修
Ⅲその他設備設計業務

（ ）入札方式等：簡易公募型プロポーザル方式 拡大

事務方から、資料７に基づき説明を行った。 ・補足説明として、設計プロポーザル方
式の目的、設計者の選定方法等につい
て説明を行った。

【意見等】
・見積を４回行っているが、時間がかかるので ・電子入札システムにより、時間をあけ
はないか。 て行ったが同日で終了した。

の審議対象期間につ令和２年１月～令和２年１２月
いては、特に問題なく適切に処理されているとの審議
結果である旨、本委員会において承認された。

事務から、来年１月末で満了となる委員の任期につ
いて、引き続きお受けいただくことを依頼し、内諾を
得た。次年度も今年と同時期に開催を予定しているこ
とを連絡した。


